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観られた。微生物の種類としては firmicutes と bacteroidetes から、proteobacteria.
より割合が高く、一方、25 年以上の油やしのプランテーション農園では、微生物の種






2 次林にここで開発したコンポストを 100％、75％、25％、0％添加した無機肥料を 2
次林に添加した。この際、これら無機肥料を添加することにより、古細菌である

















の 2/3 に低下することがわかった。 
 
学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文に関し公聴会出席者、及び、審査員からプランテーション土壌の N C Fe Si に
つき、時間的な変化、長期の研究において、DGGE と Miseq 法の使い分けの方針、Fe 
Si C の測定、プラテーションの実験計画の立て方、実験に用いたコンポストの品質の
評価の方法、コスト分析について、コンポストの原価の考え方、幼木の健全性について
の考慮すべき点等につき質問があったが、いずれについても著者から十分な回答があり、
質問者の理解が得られた。 
以上により、論文審査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
